



RESEARCH OF MARKETING STRATEGY FOR NEW FOOD NAMED「COCORO」 
 
 
原田節也＊１・人見哲子＊２・坂本定禧＊３・前田周平＊４・近藤浩幸＊５ ・ 尾高弘毅＊６ 
Setsuya HARADA、Tetsuko HITOMI、Sadatomi SAKAMOTO、Syuhei MAEDA、 
Hiroyuki KONDOW、Hiroki ODAKA 
 





























































*1 美作大学 *2 美作大学   *3 つやま新産業創出機構   *4 津山農業普及指導センタ－ 






















































平成 12 年から平成 17 年までの５年間で、支出額は 688 円
／月から 1,429 円／月と約２倍の伸びを示してきたが、そ





































































































     　 注）全国の20歳代～60歳代の男女2,000人に対するインタ－ネット調査による。
            調査年月は2008年１月。
    　引用資料：農林漁業金融公庫「平成19年度第２回消費者動向調査結果」




































   農業センサスによると、2005 年の津山市の経営耕地面積
は 4,706ha で、その内水田が９割である。 
総農家数は 6,802 戸で、その内、販売農家数は 4,782 戸と
なっている。販売農家のなかで農業が中心の主業農家はわ
ずか 272 戸（5.6％）である。 
2000 年の農業センサスデータと比較すると、それぞれ経
営耕地面積が 90％、総農家数が 7.2％減少している。 
中四国農政局津山統計情報センターの試算によれば、
2010 年では総農家数は 6,232 戸、耕地面積 4,339ha、さらに






人から 200 人の範囲で推移しており、2008 年では稲作が基
幹作目の農家は約 4 割と最も多くなっている（表 2-2）。ま
た、2006 年の農業産出額における米の割合は 44％と最も多
く、次いで乳牛、養鶏等の畜産となっており、農業生産に



































































ヒカリを中心に 1ha 程度から 18ha の規模であり、平均面
積は 6.3ha となっている。また、10ａ当たり平均収量は













米の出荷は JA が５名、JA 以外の業者が 4 名、小売業者






















































































基幹作目 計 稲・豆等 野菜 果樹 花き 酪農 肉用牛 豚・鶏等 その他
人数 184 40.8 14.1 3.8 3.3 19.0 10.9 3.3 4.9
注）津山市農業振興課資料  
        
     





         





















1,995 6,185 26.6 46.2 23.4 2.4 0.9 0.3 0.1
2,000 5,576 26.8 46.1 23.2 2.4 0.9 0.4 0.1















































図 2-５ う る ち米 品種 別作付 面 積の 推 移  























第 3 章 食品業者等による付加価値米の流通状況と課題 
1 津山市における米流通の特徴  
2007 年度の津山市のうるち米の取扱量は約 2,500t であ




コシヒカリ 22％となっており、これらの品種で 9 割を占め
ている。しかし、良食味米のあきたこまち、キヌヒカリ、


























27 事業者の内訳は、食堂・居酒屋が 17 件（約 6 割）と
最も多く、次いで給食・仕出 4 件、ホテル 3 件、レストラ























理由 拡大 現状維持 縮小 今後取り組みた




リ キヌヒカリ ひとめぼれ 日本晴 計
面積( a) 126.8 134.1 190 145.5 15.5 18.2 630.0
単収( kg) 520 435 475 540 ー ー ー  
 表2－6　米の主な販売先
販売先 ＪＡ ＪＡ以外 小売業者 個別消費者・市内
個別消費
者・市外
人 5 4 4 4 3  
 表2－7　「ｃｏｃｏｒｏ」の栽培意向
有無 ある な　　　　い
理由 栽培面で不安 労力不足 現状維持 リスク不安 その他
人 3 ー 3 1 ー 1  
  表2－8　1 俵( 60kg)当たりの希望価格
希望価格 18千円程度 20千円程度 22千円程度 25千円程度 28千円程度 30千円程度 30千円以
上




















かったが、「無回答」を除くと「250 円以上 300 円未満」の
価格帯が最も多く、次いで「300 円以上 350 円未満」、「350
円以上 400 円未満」の価格帯となっている。つまり、60kg 
当たりで１万５千円から 1 万 8 千円で仕入れている事業者
が最も多くなっている。これは、ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ米についても同様












未満」が約 2 割と最も多く、次いで「300 円以上 400 円未
満」となっているが、なかには「600 円以上」の高い単価




























する購入意欲は極めて低いと考えられる（図 3-15）.    
「COCORO」希望仕入価格では、「300 円以上 400 円未満」



























③ 米の仕入価格は、一般的に 60kg 当たり 15 千円から 18 























































































             







































































































































































図 3-13 付加価値米と一般米と 
の許容価格差 
 
7.4 22.2 66.7 3.7

















































































































注）資料は、平成 20 年 9 月、岡山市内の米穀専門店 3 ヶ所、高齢者福祉




























































































単一銘柄 ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ精米 単一銘柄 ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ精米
精米・t 精米・t 無洗米・t 無洗米・t












図 3-11 付加価値米価格 
 11 












































































分から 1 時間程度浸漬することが望ましいことが分かった。 
「COCORO」は時間経過と共に GABA 生成量が増加し続け、
 12 






























































































































  「COCORO」 水洗  浸漬時間  
 配合割合  直後  10 分  20 分  30 分  40 分  50 分  60 分  
精白米１００％ 10.0 20.0 26.5 29.5 30.5 30.5 31.0 
COCORO10%配合  12.0 24.5 27.0 27.5 28.0 27.5 28.0 
COCORO20%配合  16.0 20.0 27.0 28.0 28.0 28.0 28.0 
COCORO30%配合  11.5 17.5 25.5 26.0 26.0 26.5 26.0 











表４－６ 飯の色調の平均値  
   L* a* b* ⊿E 判定（NBS 単位） 
精白米  77.24 -1.42 4.66 
 
 
ＣＯＣＯＲＯ10％配合  75.06 -2.53 9.7 5.59 めだつほどに 
ＣＯＣＯＲＯ20％配合  74.45 -0.21 10.96 1.26 わずかに 
ＣＯＣＯＲＯ30％配合  73.1 0.84 13.46 3.02 感知せられるほどに 
      





















20007 年 10 月より引用 













はいいぶき 93.5 9.4 96.1 82.1 8.8 
ヒノヒカリ 99.7 3.4 95.9 65.7 3.1 
注１）Ｓ社製家庭用精米器の胚芽米モードでの精米試験 (2004～ 2005 年の平均値 ) 
  胚芽重歩合は胚芽が残存している粒のみを調査した。  




写真 4－2 水飯後の精白米と「ＣＯＣＯＲＯ」の比較 
「COCORO」30％配合から取り出した飯粒 
 
























表４－５ テクスチャー測定  
 硬さ応力(N/ｍ2) 
 (×104) (×104) (×103) 





B 1.28±0.26 8.04±4.57 2.70±0.27 
C 1.41±0.66 5.04±2.95 3.16±0.40 
D 1.57±0.37 8.65±3.50 3.60±0.69 
      Ａ：精白米    Ｂ：「COCORO」  10％配合    Ｃ：「COCORO」 20％配合  
      Ｄ：「COCORO」30％配合    ＊：ｐ＜0.05 有意差あり 
 









  ＊  
 
注１）測定条件；集 合 プランジャー直径：16㎜ 測定荷重：2㎏ f 測定速度：１㎜／sec 
飯１粒 プランジャー直径：3㎜   測定荷重：2㎏ f 測定速度：１㎜／sec 
 
表４－３ 水浸漬時間による GABA 生成量の変化 （mg/100g） 
試料 ０時間 １時間 ４時間 ８時間 
はいいぶき 6.3 15.7 25.4 33.2 
コシヒカリ  1.6 2.4 6.7 6.1 
注１）コシヒカリは出穂後 41 日後､はいいぶきは同 44 日後の米で、いずれも 2007 年津山産の玄米 
を使用。 

























































































 調理度：より低い →→→→→→ より高い 







 嗜好性：より低い →→→→→→→ より高い 





















回答者の年代は、20 歳代が 11 名、30 歳代が 17 名､40









サラリ－マンが 49 名、農業が 5 名，その他自営業が 9
名、その他が 15 名と多くが勤務者である。 
6) 米と野菜の自給状況 
①米を一部でも自給する回答者は 14 名、全面購入依存
者は 47 名で 60％の人が外部からの購入者である。 
1 野菜では一部でも自給する者が 26 名、購入依存者
















































① 年代別にみれば、価格を高いと感じる年代層は 30 歳代 




発芽玄米並み(650 円/kg)、市販五穀米（600 円/kg）、銘柄  
コシヒカリ米（600 円/kg）等に比較させて聞いたところ、 
発芽玄米相当が 24％、五穀米相当が 36％、銘柄コシヒカ 
リ相当が 36％となり、多くの人が五穀米や銘柄コシヒカ 
リと同等程度を望んでいる。したがって、「COCORO」の 











② 主に好評を得ているのは 50 歳以上の年配層であり、60 
歳以上層では 82％の人に好評である。逆に、支持が低いの 







































代別に見ると、特に 30 歳代で 4.7 点と最も高く、40 歳代













カレ－ごはん（33 例）、焼きめし（15 例）、焼おむすび 






















○ 回答者年代：20 歳代＝２、30 歳代＝３、40 歳代＝4、




















































































津山市の平成 19 年 10 月現在の年代別人口構成は、男女
合わせて、50 歳代が 15,687 人、60 歳代が 13,305 人、60
歳以上 33,480 人と結構多い（表５－１４）。 
また、今回のアンケートの回答者は殆ど（78 人中 75 人）
が女性であることもあり、一応、女性をターゲットに絞り
込むと、50 歳代が 7,919 人、60 歳代が 6,790 人、60 歳以



































大限 10,372 世帯が購入する可能性をもつ。 
【推定２】18 歳未満子供有無別推定 
○18 歳未満子供有親族世帯の購入 3,224 (11,155×0.289) 
○18 歳未満子供無世帯の購入 
・世帯数 17,736 (28,891－11,155) 



















 ただし、Ｙ＝購入可能性判定値，Ｘ１＝年代別コード、  





購入可能性判定値 Ｙは 0.361 となり、この判定値にア











































 アンケートによる胚芽米等利用頻度得点は 2.7 点であっ
たが、一般市民はそれより低く見積もって 2.5（「時々利用」
と「たまに利用」の間）とし、表５－２１の換算表で、利
用率 0.2（10 食に２食）を前提にした。 
○ 年間１人あたり「COCORO」消費量の推定 



























               
 
        
 










































































































































































型別世帯数(津山市､平成 17 年) 
 


































































































つまり ①再注文を上手に促す仕組み  
    ②クチコミの仕掛け  
    ③顧客流出の防止  










































米（精米）に 置き換えると 65gになる。 65gのお米の値
段は、買う場所やお米の種類によっても相違があるが、国

















































































































必要がある。     
 













も期待できる。   























































（2004年 4月 25日発行）  
 
図 6-2 pop グッズ例  
    
図 6-3 「総務省 小売物価統計調査」 
 （平成 18年 7月） 
注）東京都区部における価格で米は複数原料米の価格、 
















表 6-1 ｢お米に関する消費者及び米穀店アンケート調査｣ 
◎よく利用する米の購入先 
１位 「スーパーマーケット」      （49%） 
２位 「ディスカウントストア」    （15%） 
３位 「生協」           （13%） 









１位 「おいしいから」        （73%） 
２位 「食べ慣れているから」    （48%） 
３位 「値段が手頃だから」     （45%） 
＜米の選択基準＞ 
◎ 米購入で最も重視する選択基準 
１位 「価格」     （49%） 
２位 「食味」     （28%） 






１位 「無農薬など農薬使用の状況」 （39%） 






１位 「101円～300円」     （43%） 
２位 「301円～500円」     （25%） 
 引用資料：秋田県農林水産部秋田の食販売推進版 


























































図 6-4 売り場での消費者の購買動機 
（株）ドゥ・ハウス発行事実新聞掲載記事より引用 
（2004 年 4月 25日発行） 
 
 





























































































































































































 代表 原田節也 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
